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【 研究課題 】 

教育・保育理論 

 

【 研究・研修の視点 】 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領の改訂では、特に 0・1・2歳の保育で「受容」や「共感」

「応答」の大切さが強調されている。乳幼児期は、子どもと身近な大人との間に安心と信頼関係、

いわゆる愛着の形成を促すことが重要であるが、最近の子育てを取り巻く状況については、様々な

課題が指摘されている。特に親が子どもの前でスマホや他のことに気を取られてしまうことは、ア

イコンタクトや話しかけ・応答の減少、愛着が育たない、言語発達の遅れなど乳幼児期の発達に悪

い影響を与え、現代社会における大きな問題となっている。 

そこで開園当初より、取り入れているノーメディアデーの取り組みをもとに、メディアと子ども

の発達について考えてみることにした。 

 家庭ではノーメディアデーを通して家族団らんの時間を作り、子どもとしっかり向き合い、話を

聞いてあげることを心掛けてもらい、こども園では「早寝・早起き・朝ごはん」をキャッチフレー

ズに朝元気に登園し、こども園での自然を生かし、元気いっぱい自然の中で過ごさせたいと考える。 

 

【 主な研究・研修の内容と計画 】 

  ◇ 全クラスでノーメディアデーを取り組んでいるが、3・4・5歳児に重点をおき、研究を行う。 

◇ 発達の連続性を考慮したうえで、教育・保育の在り方・子どもの生活や育ちについて考える。 

  ◇ 子どもにふさわしい生活リズムを獲得するために、家庭と連携し、子どものメディアに接する

時間を振り返り、今一度生活リズムを見直す。 

  ◇ ノーメディアデーの取り組みを通し、子どもの遊びを振り返り、遊びを豊かにできるよう考える。 

  ◇ 園は森の中にあり、周囲の豊かな自然を利用して、五感を育てる遊びの工夫に努める。 

 

【 研究の概要 】 

１ 研究・研修テーマの捉え方 

・ 幼児期の教育は、遊びを中心としながら、生涯にわたる人格形成の基礎を培うものであるた

め、この研究を通して、子どもが主体的・積極的な活動ができるよう、メディアに頼らず遊ぶ

ためには、どのような環境が必要なのか年齢に応じた遊びを考えていきたい。 

また、五感からの刺激によってシナプスが増え、脳が発達することから、自然や周囲の環境

の中で子どもたちが自ら遊びを考え、楽しんでいけるようにしていきたい。 

 

 

第６分科会 

 発達の連続性を踏まえた幼児教育 

～こども園の自然を生かした遊びとノーメディアデーの取り組みについて～ 

問題提起園  

問題提起者 若竹 明音 



− 52 −

 研究の内容 

 ・ 開園当初から行っているノーメディアデーの取り組みが く するよう、保 ・子ども

たち の周 の 方を考える。 

・ アン ートを行い、 を周 し、保 子どものノーメディアデーの取り組み の

を める。 

・ 自然に れて生活することの は大きいことから、全身で自然を感じ取れるよう「見て、

聞いて、 れて、 いで、 て」の五感が育つような遊びを する。 園内の自然環境を

 

  ・ こども園の自然豊かな環境は、脳の発達にどのような影響を すか考える。 

 

  

・ 全体的な取り組み 

 保 と子ども のノーメディアデーの周  

 チ ック の改  
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時間調   

・ 脳の成 には、 時間が大きく関係することから、ノーメディアデーの と、それ

の で、 時間の調 を行った。 

ノーメディアデーとそれ の の 時間の  

 ノーメディアデー ノーメディアデー  

3 歳 児 時間 4 時間 

3 歳 児 5 時間 3 時間 

   園での 寝の時間まで め、10 時間から 11 時間 度 時間をとれている。 

   ノーメディアデーを することで、 寝時間が早まり、 時間が増えている。 

 

    子どもにとって は「脳を り、育て、 る」大 な時間です。 歳までに脳の  

の基礎ができ がると言われており、その期間にスマホや ームによる人工 や刺 

激的な画 を見せると脳の発達に悪影響を与えます。寝つきが悪く、寝起きに ずるよう 

になったり、イライラして をおこしやすくなります。また、 な をとっている 

子どもでは、 を る脳の が大きいことも かっています。 

   脳の発達の視点から乳幼児期の は に大 なのです。  言の 生より  

 園での生活リズムの見直し   

    からの活動 
  

   
 朝の会などで、0のつく に をして過ごしたか遊ん かを聞き、子どもたち けしていく。 

 ・ 歳児  なきまりがわかる。 ノーメディアデーの がわかる。  

        親がテレ をみていると「今 はノーメディアデー、 のつく よ」と 

             言って がテレ を した。 

      子  テレ をみていたが、ノーメディアデーと気 き、テレ を した。 

      歳児  的に向かって自ら考え、行動しようとする。 

      子  起 してす 、ノーメディアデーと気 き、園から ってからの遊びを考 

             えていた。家族みんなで遊 る遊びを考え、楽しみにしている。 
   

      朝の会 で話をする中で、子どもたちから のような言 も るようになっ

た。子どもたち自身の も わってきていて、自ら んで うとする が

わる。 

 

 乳幼児期の脳は、寝ている時間に発達することから「 が大切」。 

      寝      
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     15 40  1 00 園   
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               りの会 

     1 30      園 

 寝      
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          りの会 

1 30      園 

           
    



− 54 −

 こども園の自然の中で五感を育てる。 

・ 自然の中で遊ぶことにより、園児は全身で自然を感じ取る体 をして、心が されると

共に くのことを んでいる。 

園生活の中で、できる け身近な自然に れる 会を くし、園児なりにその大きさ、

しさ、 さなどを全身で感じ取る体 をもつことが大切である。 

保育教 は、園内 の自然の状況を して積極的に取り入れるなど、園児の体 を豊

かにする環境を作り し、園児が 心や 心をもって見たり、 れたりする を見

ることが大切である。 

 園での自然 
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   の中を 年   

 

 

 

 年 児 

１人の の子がかずらを見つけ登り すと、 から と他の子たちも登り めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年中児 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

 

かずらにぶら がって遊ぶ  

保育教 ・ で の中を し、年中児・年

児は１ 間に１度 の中に入り、 に登ったり

かずらを利用し、ぶら がったりと、それ れに

の中での遊びをみつけ、遊ぶようになる。 

年齢に応じた遊びが 

見えてくる 

かずらにぶら がって遊ぶ  

大きな っぱを にのせて、森のくまさんになった気
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 年 児 

     ッタみつけに 中 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 まとめ 

 開園当初から取り組んできたノーメディアデーについて研究をすることにより、保育教 もノ

ーメディアデーの大切さを 認した。子どもたちや保 の周 の に努め、 0 の子ど

もたちが うと するようになった。 

    言の 生より、メディアが脳に与える が大きいこと、乳幼児期は寝ている間に「脳を作

り・育て・ る」ことから の大切さを び、ノーメディアデーを続けることの大切さを共に

認 できた。 

園は森の中にあり、この自然豊かな環境を園児の教育 として に いメディアから れ、

自然での活動に重点をおいた。保育教 ・ は子どもたちが自然体 を に得られるように

するために、 を した。 をし、かずらを利用し、登ってみたり、ぶら がってみたり、

いちごを見つけたり、大きな を にのせ にしたりした。このような体 を通して子どもの

五感が発達し、 いては脳の発達にいい影響を与えるものと考える。 や デ などメディア

を通しての間接体 が増えてきている現代、全身で自然を感じとる体 ができているのではない

かと う。 

 

 今 の課題 

・ 年齢を重 るごとに自 で考え、自 で行動する が われていく中で、ノーメディアデ

ーを 年齢の時期から定期的に取り組 ことで、メディアに しても自 で する を

けるようにしていきたい。 

・ こども園での自然あふれる環境をフ に生かして遊びを中心に子どもたちの自ら考える

を き せるよう保育教 が遊びを し、子どもたちが遊びを工夫していけるようにして
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いきたい。 

   ・ 人間は、自然の一 であるということを自然体 を通して気 く子どもが一人でも増える

よう、今 も取り入れていきたい。 

指 言 増 生 増 クリ ック  

 


